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片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
独
自
本
文
の
ゆ
く
え

―
―
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
か
ら
「
第
二
種
七
巻
本
」
へ
の
増
広
手
法
に
そ
っ
て
―
―

大

場
　

朗

一　

は
じ
め
に

「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」（
以
下
「
片
活
三
本
」
と
略
す
）
巻
四
と
「
第
一
種
七
巻
本
（
以
下
「
元
禄
本
」
と
称
す
）」
巻
三
の
十
二

門
開
示
直
前
に
不
可
解
な
偈
・
経
文
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
、他
の
『
宝
物
集
』
諸
本
に
み
ら
れ
な
い
二
本
の
み
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
『
往
生
要
集
』
か
ら
引
用
し
た
「
華
厳
経
」
の
偈
二
種
と
「
宝
楼
閣
経
（
実
際
は
「
宝
積
経
」）」
の
一
種
の
計
三
種
の
偈
と
経
文

か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
前
後
の
語
り
を
補
強
す
る
『
宝
物
集
』
の
手
法
で
あ
る
経
典
引
用
の
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
偈
・
経
文
は
前
後
の
本
文
と
の
積
極
的
な
脈
絡
も
認
め
ら
れ
ず
、
作
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
つ
か
め
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
こ
の
偈
と
経
文
の
三
種
が
何
故
記
さ
れ
た
か
、
そ
れ
ら
の
偈
と
経
文
が
「
片
活
三
本
」
と
「
元
禄
本
」
の
内
容

と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
か
、
さ
ら
に
は
他
の
主
要
伝
本
と
の
関
連
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て

考
証
し
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
も
う
一
例
、「
片
活
三
本
」「
元
禄
本
」
の
両
伝
本
に
み
ら
れ
他
伝
本
に
み
ら
れ
な
い
独
自
歌
の
ゆ
く
え
を

も
考
察
に
加
え
、こ
れ
ら
二
例
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、「
片
活
三
本
」
が
草
稿
本
的
性
格
を
有
す
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

一
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二　

問
題
の
所
在

問
題
の
所
在
を
指
摘
す
る
前
に
、「
片
活
三
本
」
と
「
元
禄
本
」
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、「
元
禄
本
」
が
「
片
活
三
本
」「
平
活
三
本
」「
第
二
種
七
巻
本
」
の
混
態
本
で
、古
鈔
本
七
巻
本
の
成
立
以
後
は
る
か
時
代
が
下
っ

た
こ
ろ
に
成
立
し
た
伝
本
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
木
下
資
一
氏
、
大
島
薫
氏
、
山
田
昭
全
氏
の
詳
細
な
考

察
が
報
告
さ
れ
て
お
り

（
１
）

、
実
証
的
で
説
得
力
に
富
む
こ
と
か
ら
、
異
論
も
報
告
さ
れ
ず
ほ
ぼ
首
肯
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先

述
し
た
二
用
例
は
「
片
活
三
本
」
の
独
自
本
文
で
、「
元
禄
本
」
の
該
当
箇
所
は
「
片
活
三
本
」
か
ら
の
引
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
片
活
三
本
」
の
問
題
と
す
る
前
者
の
箇
所
を
『
静
嘉
堂
文
庫
蔵　

片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
〔
影
印
〕』

か
ら
一
丁
分
引
用
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

医
家
ニ
ハ
十
二
経
脈
ヲ
治
シ
陰
陽
ニ
ハ
十
二
式
神
ヲ
ツ
カ
フ
天

文
ニ
ハ
分
野
ヲ
見
暦
道
ニ
ハ
直
ヲ
記
ス
算
道
ニ
ハ
十
二
空
ヲ
算

ニ
挙
明
法
ニ
ハ
十
二
貞
観
格
ヲ
引
宿
曜
ニ
ハ
十
二
運
ヲ
勘
ヘ

相
ニ
ハ
十
二
ノ
身
相
ヲ
見
ル
管
絃
ニ
ハ
十
二
律
ヲ
知
リ
詠
曲

ニ
ハ
十
二
山
寺
ヲ
謳
フ
蓬
莱
宮
ノ
上
ニ
ハ
十
二
楼
ヲ
作
リ
会

昌
門
ノ
内
ニ
ハ
十
二
堂
ヲ
立
タ
リ
故
ニ
往
生
ス
ル
道
ヲ
モ
十
二

ヲ
注
シ
申
也
十
二
ノ
中
ニ
テ
モ
各
其
心
ノ
引
ン
方
ヲ
勤
給
ヘ
キ

也
世
ノ
中
モ
人
ノ
心
モ
区
ナ
レ
ハ
或
ハ
カ
ミ
ヲ
ソ
リ
捨
ル
人
モ
ア
リ

カ
マ
ヘ
テ
長
ク
ヲ
ホ
サ
ン
ト
ス
ル
人
モ
ア
リ
又
カ
ミ
ヲ
空
ヘ
カ
キ
ア
ク
ル

人
モ
ア
リ
下
ヘ
撫
下
ス
者
モ
ア
リ
又
加
之
明
君
ハ
松
ヲ
愛
シ
楽

天
ハ
竹
ヲ
好
ミ
寧
王
ハ
笛
ヲ
吹
キ
楚
王
ハ
琴
ヲ
引
如
此
人
ノ　

」
十
五
丁
オ

二
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心
一
シ
ナ
ナ
ラ
ス
侍
ル
者
ナ
リ
故
ニ
十
二
門
ヲ
ハ
云
申
侍
ル
也

要①

集
云　
　

華
厳
経
入
法
界
品
云　
　
　

譬
如
金
剛

雖
破
不
全　

一
切
衆
宝　

猶
不
能
及　

菩
提
之
心

亦
復
如
是　

雖
少
懈
怠　

声
聞
縁
覚　

諸
功
徳
宝

所
不
能
及　
　

要②

集
云　

引
宝
楼
閣
経
偈
云

菩
提
心
功
徳　

若
有
尽
方
分　

周
遍
虚
空
界

無
能
客
受
者　

入③

法
界
品
上　

譬
如
有
人
得
信
水

宝
珠
瑠
璃
其
身
入
深
水
中
而
不
没
溺
得
菩
提
心
信
水

宝
珠
入
生
死
海
而
不
沈
没

○
第
一
ニ
道
心
ヲ
起
シ
出
家
シ
テ
仏
道
ヲ
可
求
ト
申
ハ
慥
ノ

往
生
ノ
業
因
也
大
海
ハ
涓
露
ヨ
リ
起
リ
須
弥
ハ
微
塵
ヨ
リ
ハ　

」
十
五
丁
ウ

（
２
）

以
上
、
影
印
の
一
丁
分
（
中
巻
十
五
丁
オ
・
ウ
）
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
（
た
だ
し
、
異
体
字
・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
）。
傍

線
部
①
以
前
の
箇
所
は
十
二
門
開
示
直
後
に
続
く
い
わ
ゆ
る「
十
二
尽
く
し
」の
後
半
部
分
で
あ
る
。
最
後
の
二
行
は
十
二
門
の
第
一「
発

道
心
シ
テ
出
家
遁
世
シ
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
と
な
る
「
独
自
本
文
」
で
あ
る
が
、
傍
線
部
①
②
③
の
部
分
と
な
る
。
便
宜
的
に
引
用
経
典
ご
と
番
号
を
付
し
た
が
、「
要

集
云
」
と
あ
る
よ
う
に
『
往
生
要
集
』
か
ら
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。

引
用
の
箇
所
は
「
大
文
第
四
、
第
三
作
願
門
、
二
利
益
」
の
く
だ
り
で
、
内
容
は
「
発
菩
提
心
の
利
益
」
に
関
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
『
要
集
』
の
本
文
と
数
カ
所
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

次
に『
要
集
』か
ら
の
引
用
文（
①
②
③
）と『
宝
物
集
』本
文
の
前
後
の
脈
絡
で
あ
る
が
、緊
密
な
文
脈
と
は
言
い
が
た
い
。
と
い
う
の
は
、

三
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引
用
文
の
前
の
部
分
は
「
十
二
門
開
示
」
と
「
十
二
尽
く
し
」
に
な
っ
て
お
り
、
続
く
後
の
部
分
は
十
二
門
の
第
一
で
「
道
心
を
起
こ
し

て
出
家
」
を
勧
め
る
段
と
な
っ
て
い
て
、
文
脈
と
し
て
は
寸
断
さ
れ
孤
立
し
た
感
が
あ
る
。
た
だ
後
に
続
く
段
中
に
は
「
道
心
ト
ハ
菩
提

心
ナ
リ
」
と
あ
っ
て
、
引
用
経
文
（
①
②
③
）
の
経
意
と
な
っ
て
い
る
「
発
菩
提
心
の
利
益
」
と
い
う
点
で
は
一
部
脈
絡
は
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、三
種
の
引
用
文
の
内
、二
種
は
こ
の
段
の
本
文
中
に
書
き
下
し
文
（
た
だ
し
取
意
）
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
漢
文
と
書
き
下
し
の
重
複
引
用
で
、
叙
述
展
開
上
未
整
理
・
未
配
慮
の
感
が
否
め
ず
、
草
稿
的
な
面
を
露
呈
し
た
く
だ
り

と
な
っ
て
い
る
。
小
稿
で
は
こ
う
し
た
性
質
を
有
す
る
「
片
活
三
本
」
の
「
独
自
本
文
」
が
何
故
こ
こ
に
記
さ
れ
た
か
。
さ
ら
に
、こ
の
「
独

自
本
文
」
の
存
在
か
ら
諸
本
の
成
立
上
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
、
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
二
例
目
の
独
自

歌
の
引
用
と
検
討
は
本
考
察
の
後
に
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

三　
「
独
自
文
①
②
③
」
と
本
文
の
関
係

は
じ
め
に
、「
片
活
三
本
」
の
問
題
と
な
る
箇
所
を
考
察
に
必
要
な
範
囲
で
引
用
し
た
い
。
ま
た
、
後
の
考
察
で
必
要
と
な
る
「
第
二

種
七
巻
本
」
の
該
当
箇
所
も
合
わ
せ
て
引
用
し
、「
独
自
文
①
②
③
」
と
本
文
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

〈
片
活
三
本
〉

又
加
之
明
君
ハ
松
ヲ
愛
シ
楽
天
ハ
竹
ヲ
好
ミ
寧
王
ハ

笛
ヲ
吹
キ
楚
王
ハ
琴
ヲ
引
如
此
人
ノ
心
一
シ
ナ
ナ
ラ

ス
侍
ル
者
ナ
リ
故
ニ
十
二
門
ヲ
ハ
云
申
侍
ル
也

〈
第
二
種
七
巻
本
（
吉
川
本
）〉

か
る
が
ゆ
へ
に
、
十
二
の
門
を
た
て
て
申
侍
り
つ
る
也
。
い
づ

れ
に
て
も
、
心
の
ひ
か
ん
か
た
を
つ
と
め
給
は
ば
、
皆
仏
道
に
い

た
る
道
な
れ
ば
、
と
く
ほ
と
け
に
な
り
給
ふ
べ
し
。
よ
く
〳
〵
信

を
い
た
し
て
つ
と
め
お
こ
な
ひ
給
ふ
べ
し
。

四
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要①

集
云　
　

華
厳
経
入
法
界
品
云　
　

譬
如
金
剛

雖
破
不
全　

一
切
衆
宝　

猶
不
能
及　

菩
提
之
心

亦
復
如
是　

雖
少
懈
怠　

声
聞
縁
覚　

諸
功
徳
宝

所
不
能
及　
　

要②

集
云　

引
宝
楼
閣
経
偈
云　

菩

提
心
功
徳　

若
有
尽
方
分　

周
遍
虚
空
界　

無
能
客

受
者　

入③

法
界
品
上　

譬
如
有
人
得
信
水
宝
珠
瑠
璃

其
身
入
深
水
中
而
不
没
溺
得
菩
提
心
信
水
宝
珠
入
生

死
海
而
不
沈
没

　　

○
第
一
ニ
道
心
ヲ
起
シ
出
家
シ
テ
仏
道
ヲ
可
求
ト

申
ハ
慥
ノ
往
生
ノ
業
因
也
大
海
ハ
涓
露
ヨ
リ
起
リ
須

弥
ハ
微
塵
ヨ
リ
ハ
シ
マ
ル
無
上
ノ
位
ニ
登
ン
事
又
一

念
ノ
力
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ

　

道
心
ト
ハ
菩
提
心
ナ
リ
菩
提
心
ト
ハ
大
悲
ナ
リ
千

手
陀
羅
尼
経
ニ
大
悲
心
是
ト
云
ハ
則
是
ナ
リ

　

万
法
ハ
心
作
ニ
シ
テ
心
ノ
外
ニ
別
ノ
法
ナ
シ
心
仏

及
衆
生
是
三
無
差
別
ノ
故
ニ
心
ハ
第
一
ノ
怨
ナ
リ
心

ニ
心
ヲ
許
ス
事
ナ
カ
レ

　

心
ハ
野
馬
ノ
如
シ
静
メ
テ
道
心
ヲ
起
セ
神
ヒ
ハ
猿

猴
ニ
似
タ
リ
名
ケ
テ
仏
道
ヲ
求
ヨ

　

煩
悩
ハ
家
ノ
犬
打
ト
モ
不
去
菩
提
ハ
山
ノ
カ
セ
キ

ツ
ナ
ケ
共
不
留
ラ
猪
金
山
ヲ
ス
リ
風
求
羅
ヲ
マ
ス
カ

如
ク
好
テ
道
心
ヲ
起
ス
ヘ
キ
也

　

爰
以
南
都
東
大
寺
禅
林
寺
永
観
律
師
ト
云
人
非
木

石
ニ
好
ハ
自
ラ
発
心
ス
ト
ソ
侍
メ
ル
早
ク
道
心
ヲ
起

　　
（
該
当
箇
所
な
し
）

第
一
に
、
道
心
を
お
こ
し
、
出
家
遁
世
し
て
仏
道
を
も
と
む
べ

し
と
申
は
、
た
し
か
の
往
生
の
因
な
り
。
大
海
は
涓
露
よ
り
お
こ

り
、
須
弥
は
微
塵
よ
り
は
じ
ま
る
。
無
上
の
位
に
の
ぼ
ら
ん
事
、

一
念
の
道
心
の
力
に
よ
る
べ
し
。

　

道
心
と
い
ふ
は
、
菩
提
心
な
り
。
菩
提
心
と
云
は
、
大
悲
の
心

な
り
。
千
手
陀
羅
尼
経
に
、
大
悲
心
と
い
ふ
則
こ
れ
な
り
。

　

万
法
は
心
の
所
作
に
し
て
、
心
の
外
に
別
に
法
な
し
。
心
仏
及

衆
生
、
差
別
な
き
が
故
に
。
心
は
是
第
一
の
あ
た
な
り
。
心
に
心

ゆ
る
す
事
な
か
れ
。

　

心
は
野
馬
の
ご
と
し
、
し
ず
め
て
道
心
を
お
こ
せ
。
た
ま
し
ゐ

は
猿
に
に
た
り
、
な
つ
け
て
仏
道
を
も
と
め
よ
。

　

煩
悩
は
家
の
犬
、
う
て
ど
も
さ
る
事
な
く
、
菩
提
は
山
の
鹿
、

つ
な
げ
ど
も
と
ま
り
が
た
し
。
猪
、
金
山
を
す
り
、
風
、
求
羅
を

ま
す
が
ご
と
く
、
こ
の
み
て
道
心
を
お
こ
す
べ
き
也
。

　

こ
ゝ
を
も
っ
て
、
南
都
東
大
寺
禅
林
の
永
観
律
師
は
、「
人
木

石
に
あ
ら
ず
、
こ
の
め
ば
を
の
づ
か
ら
発
心
」
と
申
た
る
な
り
。

五
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テ
速
ニ
名
利
ヲ
可
離
ナ
リ

　

一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
起
ハ
百
千
ノ
塔
ヲ
造
ニ
モ
勝
タ

リ
況
ヤ
永
ク
道
心
起
シ
テ
仏
道
ヲ
求
ン
人
ヲ
ヤ

　

仏
華
厳
経
ノ
中
ニ
多
ノ
喩
ヲ
以
テ
菩
提
心
ノ
功
徳

ヲ
ハ
讃
給
テ
侍
リ

　

喩
ハ
善
現
薬
王
ノ
一
切
ノ
病
ヲ
滅
ル
ガ
如
ク
菩
提

心
モ
一
切
ノ
煩
悩
ノ
病
ヲ
滅
ス
喩
ハ
牛
馬
羊
ノ
乳
ノ

中
ニ
師
子
ノ
乳
ヲ
入
レ
ハ
煩
悩
ノ
牛
馬
羊
ノ
乳
ハ
消

失
ヌ

　　

譬Ａ

ハ
信
水
宝
珠
ヲ
カ
サ
リ
テ
水
ニ
入
ハ
人
水
ニ
ヌ

レ
サ
ル
カ
如
シ
菩
提
心
ノ
玉
ヲ
身
ニ
カ
ケ
ヌ
レ
ハ
生

死
ノ
海
ニ
沈
マ
サ
ル
カ
如
シ

　

譬
ハ
一
切
ノ
宝
ノ
中
ニ
金
如
意
珠
勝
タ
リ

　　

譬Ｂ

ハ
瞻
蔔
花
波
師
花
ヲ
以
テ
千
年
衣
ニ
シ
ム
ト
云

ヘ
ト
モ
栴
檀
香
ノ
一
日
ニ
不
及
如
ク
一
切
ノ
功
徳
ノ

中
ニ
菩
提
心
モ
又
〳
〵
如
此

　

一
念
菩
提
心
ヲ
起
ハ
無
上
尊
ト
成
慎
テ
疑
ヲ
成
事

ナ
カ
レ
ト
説
リ

　

出
世
菩
提
心
経
ニ
ハ
十
万
国
土
ヲ
灰
ニ
成
テ
其
国

は
や
く
道
心
を
こ
の
み
て
、
す
み
や
か
に
名
利
を
は
な
る
べ
き
な

り
。

　

一
念
菩
提
心
を
お
こ
す
功
徳
、
百
千
の
堂
を
つ
く
る
に
す
ぐ
れ

た
り
。
い
は
ん
や
、
な
が
く
道
心
を
お
こ
し
て
、
仏
道
を
も
と
め

ん
人
を
や
。

　

仏
、
花
厳
経
の
中
に
、
お
ほ
く
た
と
へ
を
も
て
、
菩
提
心
の
功

徳
を
ば
ほ
め
た
ま
ひ
て
侍
る
め
る
。

　
「
た
と
へ
ば
、
善
見
薬
王
の
、
一
切
の
病
を
め
つ
す
る
が
ご
と
く
、

菩
提
心
も
一
切
の
煩
悩
の
病
を
め
つ
す
。
た
と
へ
ば
、
牛
・
馬
・

羊
の
乳
の
中
に
、
師
子
の
乳
を
い
れ
ば
、
み
な
き
え
う
せ
ぬ
。
菩

提
心
の
師
子
の
乳
を
い
る
れ
ば
、
煩
悩
の
牛
・
馬
・
羊
の
乳
、
き

え
う
せ
ぬ
。

　

たａ

と
へ
ば
、
住
水
宝
珠
を
か
ざ
り
て
水
に
い
る
れ
ば
、
人
、
水

に
ぬ
る
ゝ
事
な
し
。
菩
提
心
の
玉
を
身
に
か
け
つ
れ
ば
、
生
死
の

海
に
し
づ
む
事
な
し
。

　

た
と
へ
ば
、
一
切
の
宝
の
中
に
、
金
、
如
意
珠
す
ぐ
れ
た
り
。

一
切
の
功
徳
の
中
に
は
、
菩
提
心
の
功
徳
す
ぐ
れ
た
り
。
た
と
へ

ば
、
一
切
の
鳥
の
中
に
は
、
伽
陵
頻
の
卵
の
中
な
る
、
な
を
し
す

ぐ
れ
た
り
。
たｂ

と
へ
ば
、
瞻
蔔
花
・
波
尸
迦
花
を
も
て
、
千
年
衣

に
し
む
と
い
ふ
と
も
、
栴
檀
香
の
一
日
に
お
よ
ば
ざ
ら
ん
が
ご
と

く
、
一
切
の
功
徳
の
中
に
、
菩
提
心
又
か
く
の
ご
と
し
。

　

一
念
菩
提
心
を
お
こ
せ
ば
、
無
上
尊
と
な
る
。
つ
ゝ
し
み
て
う

た
が
ひ
を
な
す
事
な
か
れ
」
と
と
け
り
。

　

出
生
菩
提
心
経
に
は
、「
十
方
国
土
を
灰
と
な
し
て
、
そ
の
国

六
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ノ
草
木
ト
知
十
方
世
界
ノ
水
ヲ
海
ニ
入
テ
其
河
ノ
水

ト
ハ
知
ト
モ
菩
提
ノ
功
徳
ハ
難
量
シ
又
若
有
人
テ
恒

河
沙
ノ
数
ノ
仏
ヲ
作
テ
須
弥
山
ノ
様
ナ
ル
堂
ヘ
奉
リ

タ
ラ
ン
功
徳
ハ
菩
提
心
ヲ
起
シ
タ
ラ
ン
功
徳
ノ
十
六

分
ニ
不
及
ト
云
ヘ
リ

　

宝Ｃ

積
経
ニ
ハ
菩
提
心
ノ
功
徳
水
尽
事
ア
ラ
マ
シ
カ

ハ
虚
空
ニ
満
テ
ソ
ア
ラ
マ
シ
ト
イ
ヒ
密
蔵
経
ニ
ハ
始

ノ
菩
提
能
〳
〵
重
〳
〵
ノ
十
悪
ヲ
除
ク
況
ヤ
第
二
第

三
第
四
ヲ
ヤ
ト
教
ヘ
給
リ
出
家
功
徳
経
ニ
ハ
在
家
ハ

無
量
ノ
罪
ア
リ
出
家
ハ
無
量
ノ
功
徳
ヲ
得
ト
云
リ

　
　
（『
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
』
中
15
オ
～

　
　
　

中
17
オ
）

の
木
草
と
し
り
、
十
方
世
界
の
水
を
海
に
い
れ
て
、
そ
の
河
の
水

と
は
し
る
と
も
、
菩
提
心
は
、
は
か
り
が
た
し
。
又
、
も
し
人
あ

り
て
、
恒
河
沙
の
仏
を
つ
く
り
て
、
須
弥
山
の
や
う
な
る
堂
に
す

へ
た
て
ま
つ
り
た
ら
ん
功
徳
、
菩
提
心
を
お
こ
し
た
ら
ん
功
徳
の

十
六
分
に
お
よ
ば
じ
」
と
い
へ
り
。

　

宝ｃ

積
経
に
は
、「
菩
提
心
の
功
徳
、
も
し
色
あ
ら
ま
し
か
ば
、

虚
空
に
満
な
ま
し
」
と
い
ひ
、
秘
密
蔵
経
に
は
、「
は
じ
め
の
菩

提
心
、
よ
く
重
〃
の
十
悪
を
の
ぞ
く
。
い
は
ん
や
、
第
二
、
第
三
、

第
四
を
や
」
と
お
し
へ
、
出
家
功
徳
経
に
は
、「
在
家
は
よ
く
無

量
の
罪
あ
り
、
出
家
又
無
量
の
功
徳
を
う
る
」
と
い
へ
り
。

�　
　
（『
宝
物
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店　

一
四
八

　
　
　

～
一
五
一
頁
）

以
上
、
考
察
に
必
要
と
な
る
く
だ
り
を
二
伝
本
か
ら
引
用
し
、
以
後
の
検
証
に
必
要
と
な
る
箇
所
に
傍
線
を
施
し
て
み
た
。

さ
て
次
に
、「
片
活
三
本
」
の
「
独
自
文
」（
傍
線
部
①
②
③
）
と
本
文
と
の
関
連
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
が
、そ
の
前
に
、「
独
自
文
」

の
出
典
と
な
っ
た
『
往
生
要
集
』
の
本
文
と
比
較
し
異
同
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

片
活
三
本

①
入
法
界
品
云　
　

譬
如
金
剛　

雖
破
不
全　

一
切
衆
宝　

猶
不
能
及　

菩
提
之
心　

亦
復
如
是　

雖
少
懈
怠　

声
聞
縁

覚　

諸
功
徳
宝　

所
不
能
及

往
生
要
集

①
入
法
界
品
云　
　

譬
如
金
剛　

雖
破
不
全　

一
切
衆
宝　

猶
不
能
及　

菩
提
之
心　

亦
復
如
是　

雖
少
懈
怠　

声
聞
縁

覚　

諸
功
徳
宝　

所
不
能
及

七
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②
引
宝
楼
閣
経
偈
云　

菩
提
心
功
徳　

若
有
尽
方
分　

周
遍

虚
空
界　

無
能
客
受
者

③
入
法
界
品
上　

譬
如
有
人
得
信
水
宝
珠
瑠
璃
其
身
入
深
水

中
而
不
没
溺
得
菩
提
心
信
水
宝
珠
入
生
死
海
而
不
沈
没

（『
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
』
中
15
オ
）

②
宝
積
経
偈
云　

菩
提
心
功
徳　

若
有
色
方
分　

周
遍
虚
空

界　

無
能
容
受
者

③
入
法
界
品
云　

譬
如
有
人
得
住
水
宝
珠
瓔
珞
其
身
入
深
水

中
而
不
没
溺
得
菩
提
心
住
水
宝
珠
入
生
死
海
而
不
沈
没

（『
源
信
』
日
本
思
想
大
系　

岩
波
書
店　

三
五
〇
頁
）

以
上
が
「
片
活
三
本
」
の
「
独
自
文
」（
傍
線
部
①
②
③
）
と
『
往
生
要
集
』
と
の
比
較
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
箇

所
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
異
同
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
再
度
「
片
活
三
本
」
の
本
文
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。
ま
ず
独
自
文
②
で
あ
る
が
、
本

文
中
の
Ｃ
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
独
自
文
③
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
中
の
Ａ
と
お
お
む
ね
共
通
す
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
そ
し
て
、
独
自
文
①
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
中
に
該
当
箇
所
が
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
本
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
考
察
を
す
す
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

一
つ
は
、
独
自
文
②
の
「
宝
楼
閣
経
」
で
あ
る
が
、「
片
活
三
本
」
の
本
文
中
と
「
第
二
種
七
巻
本
」
に
は
「
宝
積
経
」
と
あ
り
、
先
述

し
た
よ
う
に
『
往
生
要
集
』
に
も
「
宝
積
経
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
宝
積
経
』
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
独
自
文
の
「
尽
」

は
「
色
」
の
、「
客
」
は
「
容
」
の
草
体
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

（
３
）

。
二
つ
め
は
、
独
自
文
①
が
本
文
中
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
の

独
自
文
を
『
往
生
要
集
』
で
確
認
し
、
そ
の
数
行
前
に
目
を
転
ず
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ま
た
入
法
界
品
に
云
く
、（
中
略
）
譬
へ
ば
、
波
利
質
多
樹
の
花
を
一
日
衣
に
薫
ず
る
に
、
瞻
蔔
の
花
、
婆
師
の
花
の
、
千
歳
薫
ず

と
い
へ
ど
も
及
ぶ
あ
た
は
ざ
る
所
な
る
が
如
く
、
菩
提
心
の
花
も
亦
ま
た
か
く
の
如
し
。
一
日
薫
ず
る
所
の
功
徳
の
香
は
、
十
方
の

仏
の
所
に
徹
り
、
声
聞
・
縁
覚
の
、
無
漏
智
を
以
て
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
薫
ず
る
こ
と
、
百
千
劫
に
於
て
す
る
も
及
ぶ
あ
た
は
ざ
る

所
な
り
。
譬
へ
ば
、
金
剛
の
、
破
れ
て
全
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
一
切
の
衆
宝
の
、
な
ほ
及
ぶ
あ
た
は
ざ
る
が
如
く
、
菩
提
の
心
も

八
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亦
ま
た
か
く
の
如
し
。
少
し
く
懈
怠
す
と
い
へ
ど
も
、
声
聞
・
縁
覚
の
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
の
宝
の
、
及
ぶ
あ
た
は
ざ
る
所
な
り

（
４
）

。

と
あ
る
。
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
片
活
三
本
」
の
本
文
で
は
独
自
文
①
（
傍
線
部
分
）
を
採
用
せ
ず
、そ
の
直
前
に
あ
る
経
文
（
波

線
部
分
）
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
、「
独
自
文
①
②
③
」
と
本
文
の
関
係
を
簡
単
に
指
摘
し
た
。

四　
「
片
活
三
本
」
の
草
稿
本
的
性
格
（
そ
の
一
）

次
に
、
前
段
で
確
認
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
か
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
す
す
め
た

い
。ま

ず
、「
独
自
文
」
①
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
通
り
こ
の
経
文
は
本
文
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
そ
の
前
に
あ
る
「
入
法
界

品
」
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
「
菩
提
心
の
功
徳
の
大
き
さ
」
を
述
べ
る
経
意
と
な
っ
て
い
る
が
、「
片
活
三
本
」
の
作

者
は
冒
頭
に
引
用
し
た
経
文
を
本
文
中
に
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
冒
頭
に
メ
モ

と
し
て
『
要
集
』
か
ら
引
用
は
し
て
は
置
い
た
も
の
の
、
実
際
「
十
二
門
の
第
一
、
道
心
を
お
こ
し
、
出
家
遁
世
し
て
仏
道
を
も
と
む
べ

し
」
の
本
文
を
書
く
に
際
し
て
、『
往
生
要
集
』
に
再
度
立
ち
戻
っ
た
と
き
、
内
容
・
文
脈
に
よ
り
適
し
た
経
文
が
直
前
に
あ
っ
た
の
で
、

急
遽
書
き
換
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
独
自
文
①
に
あ
る
「
破
れ
て
全
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
」
や
「
少
し
く
懈
怠
す
と
い
へ
ど
も
」

の
表
記
は
、「
発
菩
提
心
」
の
譬
喩
と
し
て
は
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
波
利
質
多
樹
の
花
」
は
華
や
か
で
文
脈
に
馴

染
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
冒
頭
に
引
用
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
本
文
中
に
引
用
せ
ず
、
し
か
も
、
書
き
換

え
や
削
除
な
ど
も
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
作
者
の
執
筆
態
度
で
あ
る
。
こ
の
引
用
経
典
は
こ
こ
に
あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
作
品
に
意

味
を
持
た
ず
、
削
除
し
た
方
が
無
理
の
な
い
本
文
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
極
め
て
不
自

九
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然
で
あ
る
。

次
の「
独
自
文
」②
も
同
様
で
あ
る
。
ま
ず
、出
典
が
誤
り
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』で
は
先
述
し
た
よ
う
に『
宝
楼
閣
経
』で
は
な
く『
宝

積
経
』
か
ら
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
で
は
「
宝
積
経
ニ
ハ
」
と
し
て
誤
り
を
正
し
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
こ
れ
は
、
メ
モ
執
筆
時
と
本
文
執
筆
時
で
生
じ
た
異
同
で
、
メ
モ
時
の
誤
り
に
気
づ
か
ず
本
文
で
は
正
確
な
出
典
名
で
執
筆
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
も
し
気
づ
い
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
メ
モ
の
誤
り
も
正
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
出
典
を
誤
っ
た
独

自
文
②
の
存
在
は
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
。
未
整
理
・
粗
野
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、
作
品
完
成
に
向
け
て
の
筆
者
の
配
慮

と
余
裕
（
推
敲
の
跡
）
が
読
み
取
れ
る
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
草
稿
的
な
筆
使
い
が
感
じ
ら
れ
る
と
も
い
え
よ
う

（
５
）

。

ち
な
み
に
、
後
に
「
片
活
三
本
」
本
文
中
に
引
用
さ
れ
る
書
き
下
し
文
（
傍
線
部
分
Ｃ
）
が
、
冒
頭
の
「
独
自
文
」
②
と
似
て
非
な
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
辺
の
経
緯
に
つ
い
て
も
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
「
菩
提
心
功
徳　

若
有
尽
方
分

　

周
遍
虚
空
界　

無
能
客
受
者
」
が
「
菩
提
心
ノ
功
徳
水
尽
事
ア
ラ
マ
シ
カ
ハ
虚
空
ニ
満
テ
ソ
ア
ラ
マ
シ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
書
写
過
程
で
生
じ
た「
草
体
誤
写
」が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、祖
本（
あ
る
い
は
翻
刻
前
の
本
）

に
は
「
菩
提
心
功
徳　

若
有
色4

方
分　

周
遍
虚
空
界　

無
能
容4

受
者
」
と
あ
っ
た
は
ず
で
、そ
れ
を
書
写
者
が
「
色
」
を
「
尽
」
に
、「
容
」

を
「
客
」
に
誤
読
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
本
文
中
に
お

い
て
は
、「
菩
提
心
功
徳　

若
有
色4

方
分　

周
遍
虚
空
界
」
の
箇
所
を
取
意
で
書
き
下
し
た
一
文
を
誤
読
し
て
「
菩
提
心
ノ
功
徳
水
尽
事

ア
ラ
マ
シ
カ
ハ
虚
空
ニ
満
テ
ソ
ア
ラ
マ
シ
」
と
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
文
意
不
通
で
あ
る
。
で
は
「
水
尽

事
ア
ラ
マ
シ
カ
ハ
」
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
具
体
的
に
は
、「
若
有
色
方
分
」
の
「
若
」
を
「
水
」
に
、

「
色
」
を
「
尽
」
に
、「
方
」
を
「
事
」
に
誤
読
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る

（
６
）

。
つ
ま
り
祖
本
に
は
「
若
色
方
ア
ラ
マ
シ
カ
ハ
」
と
あ
っ
た
と

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
第
二
種
七
巻
本
」
が
、「
菩
提
心
の
功
徳
、
も
し
色
あ
ら
ま
し
か
ば
、
虚
空
に
満
な
ま
し
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
お
お
よ
そ
想
像
が
つ
く
の
で
あ
る
。

次
は
「
独
自
文
」
③
で
あ
る
。
こ
の
経
文
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
往
生
要
集
』
と
の
数
カ
所
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

一
〇
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本
文
中
へ
取
り
込
ん
だ
書
き
下
し
文
は
取
意
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
独
自
文
と
『
往
生
要
集
』
と
の
異
同

事
由
で
あ
る
。
も
う
一
度
異
同
箇
所
を
示
す
と
、
1
「
上
」
と
「
云
」、
2
「
信
」
と
「
住
」、
3
「
瑠
璃
」
と
「
瓔
珞
」
と
な
る
。
1
と

2
は
書
写
過
程
で
生
じ
た
誤
読
・
誤
写
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
の
で

（
７
）

、
考
察
か
ら
外
す
と
し
て
も
、
3
は
共
通
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
記
憶

違
い
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
片
活
三
本
」
祖
本
の
段
階
で
は
記
憶
に
基
づ
い
て
書
い
て
い
た
可
能
性
が
こ
こ
で
も
浮
上
し
て
く

る
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
出
典
の
誤
り
（
独
自
文
②
の
『
宝
楼
閣
経
』）
な
ど
も
そ
の
可
能
性
を
裏
付
け
る
。
や
は
り
、
独
自
文
③
に
お

い
て
も
草
稿
本
的
性
格
の
片
鱗
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　
「
片
活
三
本
」
の
草
稿
本
的
性
格
（
そ
の
二
）

も
う
一
点
草
稿
本
的
性
格
が
窺
え
る
箇
所
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
で
に
引
用
済
み
で
あ
る
が
、
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
『
往

生
要
集
』
と
比
較
す
る
形
で
再
度
提
示
し
た
い
。

〈
片
活
三
本
〉

Ａ
喩
ハ
善
現
薬
王
ノ
一
切
ノ
病
ヲ
滅
ル
ガ
如
ク
菩
提
心
モ
一
切

ノ
煩
悩
ノ
病
ヲ
滅
ス
喩
ハ
牛
馬
羊
ノ
乳
ノ
中
ニ
師
子
ノ
乳
ヲ
入

レ
ハ
煩
悩
ノ
牛
馬
羊
ノ
乳
ハ
消
失
ヌ

〈
往
生
要
集
〉

ⓐ
譬
へ
ば
、
善
見
薬
王
の
、
一
切
の
病
を
滅
す
る
が
如
く
、
菩

提
心
も
一
切
衆
生
の
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
の
病
を
滅
す
。
譬
へ
ば
、

牛
・
馬
・
羊
の
乳
の
、
合
し
て
一
器
に
あ
る
に
、
師
子
の
乳
を

以
て
か
の
器
の
中
に
投
る
る
と
き
は
、
余
の
乳
は
消
え
尽
き
て
、

直
ち
に
過
ぐ
る
こ
と
碍
な
き
が
如
く
、
如
来
て
ふ
師
子
の
、
菩

提
心
の
乳
を
、
無
量
劫
に
積
む
所
の
も
ろ
も
ろ
の
業
・
煩
悩
の一

一
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Ｂ
譬
ハ
信
水
宝
珠
ヲ
カ
サ
リ
テ
水
ニ
入
ハ
人
水
ニ
ヌ
レ
サ
ル
カ

如
シ
菩
提
心
ノ
玉
ヲ
身
ニ
カ
ケ
ヌ
レ
ハ
生
死
ノ
海
ニ
沈
マ
サ
ル

カ
如
シ

Ｃ
譬
ハ
一
切
ノ
宝
ノ
中
ニ
金
如
意
珠
勝
タ
リ

　
Ｄ
（
な
し
）

Ｅ
譬
ハ
瞻
蔔
花
波
師
花
ヲ
以
テ
千
年
衣
ニ
シ
ム
ト
云
ヘ
ト
モ
栴

檀
香
ノ
一
日
ニ
不
及
如
ク
一
切
ノ
功
徳
ノ
中
ニ
菩
提
心
モ
又
く

如
此

　
　
（『
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
』
中
15
オ
～　

中
17
オ
）

乳
の
中
に
著
け
ば
、
皆
悉
く
消
え
尽
き
て
、
声
聞
・
縁
覚
の
法

の
中
に
住
ら
ざ
る
な
り
。

　
（
中
略
）

ⓑ
譬
へ
ば
、
人
あ
り
て
、
住
水
宝
珠
を
得
て
、
そ
の
身
に
瓔
珞

と
す
れ
ば
、
深
き
水
の
中
に
入
れ
ど
も
、
し
か
も
没
み
溺
れ
ざ

る
が
如
く
、
菩
提
心
の
住
水
宝
珠
を
得
れ
ば
、
生
死
の
海
に
入

り
て
沈
没
せ
ざ
る
な
り
。

　
（
中
略
）

ⓒ
譬
へ
ば
、
閻
浮
檀
金
の
、
如
意
宝
を
除
い
て
一
切
の
宝
に
勝

れ
る
が
如
く
、
菩
提
の
心
の
閻
浮
檀
金
も
亦
ま
た
か
く
の
如
し
。

一
切
智
を
除
い
て
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
に
勝
れ
り
。

ⓓ
譬
へ
ば
、
迦
楞
毘
伽
鳥
の
、
卵
の
中
に
あ
る
時
す
ら
大
い
な

る
勢
力
あ
り
て
、
余
の
鳥
の
及
ば
ざ
る
が
如
く
、
菩
薩
摩
訶
薩

も
亦
ま
た
か
く
の
如
し
。
生
死
の
卵
に
於
て
、
菩
提
心
を
発
せ

る
功
徳
・
勢
力
は
、
声
聞
・
縁
覚
の
及
ぶ
あ
た
は
ざ
る
所
な
り
。

ⓔ
譬
へ
ば
、
波
利
質
多
樹
の
花
を
一
日
衣
に
薫
ず
る
に
、
瞻
蔔

の
花
、
婆
師
の
花
の
、
千
歳
薫
ず
と
い
へ
ど
も
及
ぶ
あ
た
は
ざ

る
所
な
る
が
如
く
、
菩
提
心
の
花
も
亦
ま
た
か
く
の
如
し
。
一

日
薫
ず
る
所
の
功
徳
の
香
は
、
十
方
の
仏
の
所
に
徹
り
、
声
聞
・

縁
覚
の
、
無
漏
智
を
以
て
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
薫
ず
る
こ
と
、

百
千
劫
に
於
て
す
る
も
及
ぶ
あ
た
は
ざ
る
所
な
り
。

（『
往
生
要
集
』
岩
波
思
想
大
系　

岩
波
書
店　

一
九
三
～
一
九

　

四
頁
）

一
二
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以
上
が
注
目
し
た
い
箇
所
の
対
比
表
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
箇
所
に
記
号
を
付
し
た
が
、
こ
の
中
で
特
に
着
目
し
た
い
の
が
Ｃ

と
ⓒ
の
部
分
で
あ
る
。「
片
活
三
本
」
は
『
往
生
要
集
』「
入
法
界
品
」
の
「
喩
」
ⓒ
を
「
譬
ハ
一
切
ノ
宝
ノ
中
ニ
金
如
意
珠
勝
タ
リ
」
と

記
し
、
本
文
Ｅ
へ
と
繋
げ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
～
ノ
如
ク
、
…
…
ノ
如
シ
」
の
対
応
関
係
が
成
立
せ
ず
、
落
ち
着
か
な
い
表
現
と
な
っ

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
よ
く
み
る
と
『
往
生
要
集
』「
入
法
界
品
」
の
取
意
と
も
な
り
え
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。「
第
二
種
七

巻
本
」
は
そ
の
不
安
定
な
表
現
に
気
づ
い
た
た
め
か
、Ｃ
の
部
分
を
『
往
生
要
集
』
の
ⓒ
を
踏
ま
え
て
「
た
と
へ
ば
、一
切
の
宝
の
中
に
、金
、

如
意
珠
す
ぐ
れ
た
り
。
一
切
の
功
徳
の
中
に
は
、
菩
提
心
の
功
徳
す
ぐ
れ
た
り
」
と
書
き
加
え
、「
～
ノ
如
ク
、
…
…
ノ
如
シ
」
の
対
応

表
現
こ
そ
取
ら
な
い
も
の
の
、
文
脈
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
さ
せ
て
い
る
。「
第
二
種
七
巻
本
」
は
さ
ら
に
、『
往
生
要
集
』
の
ⓓ
の
部
分
も

踏
ま
え
て
、「
た
と
へ
ば
、
一
切
の
鳥
の
中
に
は
、
伽
陵
頻
の
卵
の
中
な
る
、
な
を
し
す
ぐ
れ
た
り
」
を
追
加
し
て
、『
往
生
要
集
』
の
本

文
構
成
に
準
じ
た
増
補
を
し
、
整
っ
た
本
文
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
第
二
種
七
巻
本
」
は
次
の
Ｅ
の
「
瞻
蔔
花
波
師
花
」
の
本
文

と
接
続
す
る
こ
と
で
「
花
鳥
」
対
比
の
表
現
効
果
も
自
然
と
加
わ
り
、
豊
か
な
表
現
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

（
８
）

。

同
様
の
こ
と
は
Ａ
の
箇
所
で
も
指
摘
で
き
る
。「
片
活
三
本
」『
往
生
要
集
』
共
に
「
た
と
え
ば
」
で
始
ま
る
文
が
二
つ
あ
る
。
最
初
の

「
た
と
え
ば
」
の
一
文
は
小
さ
な
異
同
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
同
文
と
い
っ
て
問
題
は
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
二
つ
目
の
「
た
と
え
ば
」

で
始
ま
る
一
文
は
両
者
に
表
現
上
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
文
字
数
に
お
い
て
も
『
往
生
要
集
』
は
「
片
活
三
本
」
の
三
倍
近
く
な
る
が
、「
片

活
三
本
」
は
そ
れ
を
「
喩
ハ
牛
馬
羊
ノ
乳
ノ
中
ニ
師
子
ノ
乳
ヲ
入
レ
ハ
煩
悩
ノ
牛
馬
羊
ノ
乳
ハ
消
失
ヌ
」
と
意
を
取
っ
て
三
十
文
字
で
短

く
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
対
句
形
式
の
表
現
が
崩
れ
、
落
ち
着
き
の
悪
い
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
牛
馬
羊
の

乳
―
師
子
の
乳
」
と
「
煩
悩
の
乳
―
菩
提
の
乳
」
の
対
句
が
崩
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
粗
野
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
以
上
の
点
も
草
稿

本
的
な
性
格
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

一
三
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六　
「
片
活
三
本
」
の
草
稿
本
的
性
格
（
そ
の
三
）

「
片
活
三
本
」
が
有
す
る
草
稿
本
の
痕
跡
は
、ま
だ
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、巻
三
「
愛
別
離
苦
」
中
の
「
夫
婦
の
別
れ
」

の
段
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
「
第
二
種
七
巻
本
」
も
下
段
に
引
用
す
る
。

片
活
三
本

同
都
ノ
内
ニ
ハ
ア
レ
ド
モ
、
年
来
ノ
夫
妻
ナ
ン
ド
モ
離
ヌ
レ

バ
、遥
ニ
別
レ
行
ク
、同
事
ニ
テ
ゾ
侍
ル
。
是
モ
証
歌
ヲ
申
ベ
シ
。

小
一
条
院
、
カ
レ
〴
〵
ニ
、
成
セ
給
ケ
レ
バ
読
給
ケ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
河
女
御

○
果
ニ
ケ
ン
年
月
何
ヲ
思
ケ
ン
今
シ
モ
物
ノ
ナ
ゲ
カ
シ
キ
カ
ナ

大
江
公
資
ニ
忘
ラ
レ
テ
読
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模

○
夕
暮
ハ
待
レ
シ
物
ヲ
今
ハ
只
行
ラ
ン
方
ヲ
思
ヒ
コ
ソ
ヤ
レ

　

（『
宝
物
集
』
お
う
ふ
う　

七
七
頁
）

第
二
種
七
巻
本

お
な
じ
都
の
内
に
は
あ
れ
ど
も
、
と
し
ご
ろ
の
め
を
と
こ
な

ど
も
は
な
れ
ぬ
れ
ば
、
は
る
か
に
わ
か
れ
ゆ
く
に
、
お
な
じ
事

に
て
ぞ
侍
る
め
る
。
こ
れ
も
証
歌
に
て
申
べ
き
な
り
。

小
一
条
院
、
か
れ
〴
〵
に
な
ら
せ
給
ひ
に
け
れ
ば
、
よ

み
給
ひ
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
河
女
御

○
松
風
は
色
や
み
ど
り
に
ふ
け
つ
ら
ん
物
お
も
ふ
人
の
身
に
ぞ

し
み
け
る

　
　
　

お
と
こ
に
わ
す
ら
れ
て
、
七
月
七
日
に
よ
み
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
左
衛
門

○
わ
す
れ
に
し
人
に
み
せ
ば
や
天
の
川
い
ま
れ
し
星
の
心
な
が

さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
河
女
御
越
中

○
待
し
夜
の
ふ
け
し
を
な
に
に
嘆
き
け
ん
思
ひ
た
え
て
も
過
し

け
る
身
を

　
　
　

大
江
公
資
に
わ
す
ら
れ
て
よ
み
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模

一
四
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一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
片
活
三
本
」
は
二
首
の
証
歌
で
、
そ
れ
に
対
し
て
「
第
二
種
七
巻
本
」
は
五
首
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
両
本
で
は
、
堀
河
女
御
の
詠
草
が
異
な
っ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
片
活
三
本
」
の
「
果
ニ
ケ
ン
年
月
何
ヲ
思
ケ
ン
今
シ
モ
物
ノ
ナ
ゲ
カ
シ
キ
カ
ナ
」
の
一
首
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
宝
物
集
』
の
諸
本
中
の
唯
一
の
歌
（
独
自
歌
）
と
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、「
一
巻
本
」
に
「
ス
キ
ニ
ケ
ム
」
と
初
句
の
み
異

な
る
一
首
が
存
在
す
る

（
９
）

）。
こ
の
一
首
は
「
独
自
歌
」
ゆ
え
に
、「
片
活
三
本
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
先
後
関
係
を
語
る
上
で
も
、
基

準
と
な
り
議
論
し
や
す
い
一
首
と
い
え
る
。

次
に
、
両
本
の
先
後
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
必
要
な
手
順
を
踏
ま
え
て
お
き
た
い
。
は
じ
め
に
、
堀
河
女
御
の
詠
草
に
関
連
す
る
事

柄
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。「
片
活
三
本
」
の
「
果
ニ
ケ
ン
年
月
何
ヲ
思
ケ
ン
今
シ
モ
物
ノ
ナ
ゲ
カ
シ
キ
カ
ナ
」
の
一
首
も
、「
第
二
種
七

巻
本
」
の
「
松
風
は
色
や
み
ど
り
に
ふ
け
つ
ら
ん
物
お
も
ふ
人
の
身
に
ぞ
し
み
け
る
」
の
一
首
も
堀
河
女
御
の
詠
草
で
、『
栄
花
物
語
』

の
巻
十
三
「
ゆ
ふ
し
で
」
と
巻
十
四
「
あ
さ
み
ど
り
」
の
巻
に
載
る
歌
で
、
い
ず
れ
も
歌
意
は
、
小
一
条
院
が
訪
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
へ

の
嘆
き
（「
愛
別
離
苦
」）
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
文
脈
上
問
題
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
関
連
箇
所
を
簡
単
に
確
認
す
る
と
、

○
夕
暮
は
ま
た
れ
し
物
を
今
は
た
ゞ
ゆ
く
ら
ん
か
た
を
思
ひ
こ

そ
や
れ

　
　
　

お
と
こ
に
わ
す
ら
れ
て
、
五
月
五
日
に
よ
み
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
少
将

○
長
か
れ
と
契
し
も
の
を
あ
や
め
草
い
か
に
た
え
ぬ
る
う
き
ね

な
る
ら
ん

（『
宝
物
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店　

一
一
八
～

　

一
一
九
頁
）

一
五



大
正
大
學
研
究
紀
要

　
第
一
〇
二
輯

28

女
御
の
御
衣
の
袖
の
か
た
に
、畳
紙
の
や
う
な
る
も
の
の
あ
る
を
、取
り
て
御
覧
ず
れ
ば
、「
お
ぼ
し
け
る
こ
と
ど
も
を
書
き
給
へ
る
」

と
御
覧
ず
、

過
ぎ
に
け
る
年
月
な
に
を
思
ひ
け
ん
今
し
も
も
の
の
歎
か
し
き
か
な

う
ち
と
け
て
誰
も
ま
だ
寝
ぬ
夢
の
世
に
人
の
つ
ら
さ
を
見
る
ぞ
悲
し
き

千
年
経
ん
ほ
ど
を
ば
知
ら
ず
来
ぬ
人
を
待
つ
は
な
ほ
こ
そ
久
し
か
り
け
れ

恋
し
さ
も
つ
ら
さ
も
共
に
知
ら
せ
つ
る
人
を
ば
憂
し
と
い
か
が
思
は
ぬ

解
く
と
だ
に
見
え
ず
も
あ
る
か
な
冬
の
夜
の
か
た
し
く
袖
に
結
ぶ
氷
の

な
ど
書
か
せ
給
へ
る
。
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
、「
物
を
思
は
せ
奉
る
事
。
な
ど
か
は
時
時
は
こ
こ
に
も
泊
ら
ざ
ら
む
。
さ
れ
ど
人
の

い
み
じ
う
も
て
な
し
お
ぼ
い
た
る
事
の
煩
は
し
け
れ
ば
、
い
か
で
か
は
。
今
暫
も
あ
り
て
こ
そ
は
」
な
ど
お
ぼ
す
も
、
い
と
あ
は
れ

な
り
。「
結
ぶ
氷
の
」
と
書
き
給
へ
る
か
た
は
ら
に
書
き
給
ふ
、

逢
ふ
事
の
と
ど
こ
ほ
り
つ
つ
程
ふ
れ
ば
と
く
れ
ど
解
く
る
け
し
き
だ
に
な
し

よ
ろ
づ
に
た
だ
我
御
命
知
ら
ぬ
事
を
の
み
、
え
も
い
は
ず
聞
え
給
ひ
て
、
出
で
さ
せ
給
ふ
に
、
宮
達
の
た
ち
さ
わ
ぎ
見
送
り
奉
ら
せ

給
ふ
に
、
御
涙
も
こ
ぼ
る
れ
ば
、
つ
い
居
さ
せ
給
て
、
よ
ろ
づ
に
慰
め
奉
ら
せ
給
て
（
以
下
略
）

巻
第
十
三
「
ゆ
ふ
し
で
」

は
か
な
く
秋
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
風
の
音
も
あ
は
れ
に
心
細
き
に
、
堀
河
の
女
御
、
松
風
の
音
を
聞
し
め
し
て
、

松
風
は
色
や
緑
に
吹
き
つ
ら
ん
も
の
思
ふ
人
の
身
に
ぞ
し
み
け
る

と
仰
せ
ら
れ
け
り）

11
（

。

巻
第
十
四
「
あ
さ
み
ど
り
」

と
な
る
。
前
者
の
「
ゆ
ふ
し
で
」
の
巻
の
引
用
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
の
引
用
で
、
両
巻
に
記
さ
れ
る
堀
河
女
御
の
歎

一
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き
の
浅
深
に
着
目
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
文
脈
を
た
ど
る
と
、
前
者
「
ゆ
ふ
し
で
」
の
巻
の
「
歎
き
」
よ
り
、

後
者
「
あ
さ
み
ど
り
」
の
「
歎
き
」
の
方
が
深
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
前
者
に
は
ま
だ
「
希
望
」（
決
定
的
な
破
局
と
な
っ
て
い
な

い
）
が
見
い
だ
せ
る
が
、
後
者
に
は
「
絶
望
」
に
近
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る）

11
（

。
加
え
て
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、

「
片
活
三
本
」
の
初
句
「
果
ニ
ケ
ン
」
が
『
栄
花
物
語
』
で
は
、「
過
ぎ
に
け
る
」
と
な
っ
て
い
る
点
と
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
「
松
風
ハ
」

の
一
首
が
、
勅
撰
和
歌
集
『
後
拾
遺
集
』
に
入
集
し
た
一
首
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

以
上
、
考
察
に
必
要
な
注
釈
的
手
順
を
踏
ま
え
た
の
で
、
次
に
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
問
題
は
、「
抜
書
説
」「
増
補
説
」
の
い
ず
れ

の
観
点
に
立
つ
と
し
て
も
、
な
に
ゆ
え
差
し
替
え
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
は
じ
め
に
「
抜
書
説
」
の
観
点
か
ら
検
証
し
て
み

た
い
。
小
泉
弘
氏
は
、
詳
細
な
伝
本
調
査
に
基
づ
き
、「
片
仮
名
第
二
種
七
巻
本
」
系
か
ら
の
抜
き
書
き
し
た
も
の
が
「
片
活
三
本
」
で

あ
る
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
そ
う
す
る
と
、「
第
二
種
七
巻
本
」
が
有
す
る
「
松
風
は
」
の
一
首
を
含
む
四
首
（
相
模
の
一
首
は
そ
の

ま
ま
）
を
削
除
し
て
、「
果
ニ
ケ
ン
」
の
一
首
を
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
疑
問

を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
点
目
は
、先
述
し
た
堀
河
女
御
の
「
歎
き
」
と
「
絶
望
」
の
深
さ
と
い
う
点
に
関
わ
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

『
宝
物
集
』
の
「
愛
別
離
苦
」
の
章
段
の
文
脈
に
そ
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
希
望
が
認
め
ら
れ
深
刻
さ
が
な
い
「
果
ニ
ケ
ン
」
よ
り
も
「
松

風
ハ
」
の
方
が
文
脈
に
マ
ッ
チ
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
抜
書
説
」
の
観
点
に
立
つ
と
、「
愛
別
離
苦
」
の
章
段
に
適
切
な
詠
草

か
ら
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
お
よ
ば
な
い
詠
草
に
差
し
替
え
た
こ
と
に
な
る
。
二
点
目
は
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
伝
本
が
、「
五
首
一
括

方
式
」
の
第
一
首
目
に
、「
勅
撰
和
歌
集
」
の
歌
を
据
え
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
、と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、第
二
種
七
巻
本
『
宝

物
集
』
著
者
の
例
証
歌
配
列
方
針
と
認
め
ら
れ
、
全
体
の
八
割
に
及
ん
で
い
る）

13
（

。
し
た
が
っ
て
、「
抜
書
説
」
の
観
点
に
立
つ
と
、「
片
活

三
本
」
の
著
者
が
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
著
者
の
例
証
歌
配
列
方
針
を
無
視
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
『
栄
華
物
語
』
に
載
る
「
過
ぎ
に
け
る
」

の
歌
に
、
し
か
も
初
句
を
「
果
ニ
ケ
ン
」
と
誤
っ
て
ま
で
差
し
替
え
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る）

11
（

。

次
に
「
増
補
説
」
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。「
片
活
三
本
」
は
執
筆
時
に
お
い
て
手
元
に
あ
っ
た
資
料
、
あ
る
い
は
、
記
憶
に

基
い
て
「
愛
別
離
苦
」
の
章
段
に
合
う
「
果
ニ
ケ
ン
」
の
一
首
を
と
り
あ
え
ず
便
宜
的
に
引
用
し
て
お
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

一
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資
料
の
蒐
集
が
進
み
、「
五
首
一
括
方
式
」
と
そ
の
第
一
首
目
に
「
勅
撰
和
歌
集
」
の
歌
を
据
え
る
と
い
う
著
者
の
例
証
歌
配
列
方
針
に

し
た
が
っ
て
配
列
を
考
え
た
と
こ
ろ
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
載
る
「
松
風
は
」
の
詠
草
を
目
に
す
る
に
及
ん
で
、
詞
書
と
そ
の
歌
意
が

「
愛
別
離
苦
」
の
章
段
に
適
切
な
詠
草
で
、
し
か
も
勅
撰
集
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
、「
果
ニ
ケ
ン
」
の
一
首
を
「
松
風
ハ
」

に
差
し
替
え
て
、
相
模
の
詠
草
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
三
首
を
加
え
五
首
に
し
た
、
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
推
察
を
側
面
か
ら
補
強
し
て
く
れ
る
伝
本
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
妙
国
寺
本
』
で
、
同
本
に
つ
い
て
は
す
で
に
山
田
昭
全
氏
が

翻
刻
し
紹
介
し
て
い
る
。
巻
三
の
み
の
零
本
で
あ
る
が
、こ
の
本
を
他
の
主
要
伝
本
と
比
較
す
る
と
、「
片
活
三
本
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
」

の
中
間
に
位
置
す
る
伝
本
、
す
な
わ
ち
、「
片
活
三
本
」
を
増
補
し
た
伝
本
で
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
草
稿
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
細
な
報
告
を
し
て
い
る
の
で
、
拙
論
に
ゆ
ず
る
が
、
こ
の
考
察
結
果
も
踏
ま
え
る
と
、
ま
す

ま
す
「
抜
書
説
」
の
可
能
性
は
低
く
な
る
の
で
あ
る）

11
（

。

以
上
、「
抜
書
説
」「
増
補
説
」
の
二
つ
の
観
点
か
ら
私
見
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、「
抜
書
説
」
が
極
め
て
不
自
然
で
説
得
力
に
欠

け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
章
段
に
お
い
て
も
、
先
の
結
論
と
同
じ
く
、「
片
活
三
本
」
は
「
第
二
種
七
巻
本
」
よ
り
先
に
位
置
す
る
伝
本
、

別
言
す
る
な
ら
ば
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
草
稿
本
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七　

お
わ
り
に

以
上
、
独
自
文
二
用
例
の
「
ゆ
く
え
」
を
追
い
な
が
ら
、「
片
活
三
本
」
の
草
稿
本
的
性
格
を
指
摘
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
そ

の
要
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、『
往
生
要
集
』
か
ら
の
経
文
の
引
用
の
独
自
文
で
あ
る
が
、
こ
の
考
察
か
ら
次
の
三
点
が
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

一
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①
引
用
さ
れ
た
『
往
生
要
集
』
の
経
文
三
種
は
、
後
の
本
文
と
無
関
係
で
は
な
い
が
、
文
脈
と
し
て
は
連
続
せ
ず
孤
立
感
が
あ
り
、
内
容

的
に
も
後
の
段
と
重
複
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

②
独
自
文
は『
往
生
要
集
』の
引
用
経
典
名
を
誤
っ
て
記
し
て
い
る
し
、「
瓔
珞
」と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を「
瑠
璃
」と
誤
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

出
典
の
確
認
を
実
施
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
引
用
し
た
『
華
厳
経
』
の
経
文
に
対
応
す
る
本
文
が
な
い
な
ど
、
誤
り
や
矛
盾
な
ど
が
明
ら

か
で
あ
る
。
引
用
は
記
憶
に
基
づ
い
た
備
忘
録
的
性
格
、
あ
る
い
は
暫
定
措
置
的
性
格
が
推
認
さ
れ
る
。

③「
片
活
三
本
」と「
第
二
種
七
巻
本
」の
本
文
を
比
較
す
る
と
、明
ら
か
に「
第
二
種
七
巻
本
」の
本
文
が
整
っ
て
い
る
。「
第
二
種
七
巻
本
」

は
「
片
活
三
本
」
の
備
忘
録
的
・
暫
定
措
置
的
（
便
宜
的
）
な
部
分
に
手
を
入
れ
な
が
ら
増
訂
し
た
伝
本
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
独
自
歌
「
果
ニ
ケ
ン
」
の
考
察
か
ら
は
、
次
の
二
点
が
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

①
「
片
活
三
本
」
の
独
自
歌
は
、堀
河
女
御
の
詠
草
で
、『
栄
花
物
語
』
の
巻
十
三
「
ゆ
ふ
し
で
」
に
の
み
載
る
歌
で
、初
句
は
「
過
ぎ
に
け
る
」

で
あ
る
。
し
か
し
、「
片
活
三
本
」の
初
句
は「
果
ニ
ケ
ン
」と
あ
り
異
な
る
。
こ
こ
に
も
前
例
と
同
じ
く
出
典
確
認
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
ず
、

記
憶
に
基
づ
い
た
暫
定
措
置
的
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。

②
独
自
歌
の
内
容
と
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
選
歌
意
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
抜
書
説
」「
増
補
説
」
の
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、「
第

二
種
七
巻
本
」
を
抜
き
書
き
し
て
「
片
活
三
本
」
が
成
立
し
た
と
す
る
説
は
、
矛
盾
が
多
く
極
め
て
不
自
然
で
説
得
力
に
欠
け
る
。

以
上
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、『
往
生
要
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
独
自
文
と
『
栄
花
物
語
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
独
自
歌
は
、
備
忘
録
的
・

暫
定
措
置
的
性
格
を
有
す
る
本
文
で
、
そ
の
誤
り
と
矛
盾
か
ら
「
第
二
種
七
巻
本
」
へ
の
増
訂
の
過
程
で
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
本
文
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、「
片
活
三
本
」
は
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
草
稿
的
本
文
と
い
え
よ
う
。

註
（1）
①
木
下
資
一
「『
宝
物
集
』
研
究
ノ
ー
ト
―
―
元
禄
七
巻
版
本
の
諸
本
系
統
上
の
位
置
―
―
」（『
富
山
大
学　

国
語
教
育
』
第
一
一

号　

昭
和
六
一
年
一
一
月
）

一
九
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②
大
島
薫
「
宝
物
集
諸
本
の
系
統
―
―
元
禄
本
に
つ
い
て
―
―
」（『
国
文
学
』
第
六
五
号　

関
西
大
学　

平
成
元
年
一
月
）

③
山
田
昭
全
「『
宝
物
集
』
元
禄
本
の
成
立
」（『
宝
物
集
の
研
究
』
山
田
昭
全
著
作
集　

第
二
巻　

第
五
章　

お
う
ふ
う　

平
成

二
七
年
一
月
）、「『
宝
物
集
』
元
禄
本
本
文
考
―
―
三
巻
本
・
平
活
本
・
七
巻
本
の
混
合
状
態
を
探
る
―
―
」（『
宝
物
集
の
研
究
』

山
田
昭
全
著
作
集　

第
二
巻　

第
六
章　

お
う
ふ
う　

平
成
二
七
年
一
月
）

（2）
黒
田
彰
編
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
』
付
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
」
影
印
（
和
泉
書
院　

昭
和

五
九
年
◯
月
）
二
七
九
～
二
八
〇
頁
。

（3）
「
尽
」
は
「
色
」
の
草
体
と
酷
似
し
、「
客
」
は
「
容
」
の
草
体
と
酷
似
す
る
。
ま
た
両
者
と
も
に
運
筆
も
お
お
む
ね
重
な
る
。「
片

活
三
本
」
に
は
草
体
酷
似
に
よ
る
誤
写
が
多
く
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
こ
の
二
例
も
誤
写
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（4）
『
往
生
要
集
』
巻
上
〈『
源
信
』
日
本
思
想
大
系
６　

岩
波
書
店　

昭
和
五
三
年
二
月　

一
〇
六
～
一
〇
七
頁
〉。

（5）
「
片
活
三
本
」
の
本
文
を
読
ん
で
い
く
と
、
推
敲
を
重
ね
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
出
く
わ
す
。
大
小
い
く

つ
か
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
首
尾
の
不
照
応
が
好
例
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
で
清
涼
寺
の
釈
迦
像
に
「
南

無
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
、
無
上
大
覚
世
尊
、
滅
罪
生
善
、
臨
終
正
念
、
往
生
極
楽
」
と
礼
拝
し
て
は
じ
ま
る
の
に
対
し
て
、
結
び
で

は
同
じ
釈
迦
像
に
「
南
無
西
方
極
楽
化
主
弥
陀
如
来
、
観
音
・
勢
至
二
菩
薩
、
南
無
九
品
蓮
台
清
浄
大
海
衆
、
必
来
迎
引
接
シ
給
ヘ
」

と
祈
っ
て
物
語
を
閉
じ
て
い
る
。
こ
の
例
な
ど
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
矛
盾
に
気
づ
い
た「
第
二
種
七
巻
本
」は
、「
南

無
大
恩
教
主
釈
迦
尊
、
後
世
を
た
す
け
た
ま
へ
」
と
結
び
、
釈
迦
に
は
じ
ま
り
釈
迦
で
終
わ
る
と
い
う
作
品
の
首
尾
照
応
を
回
復
さ

せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
片
活
三
本
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
」
と
の
混
態
本
で
あ
る
「
元
禄
本
」
も
そ
の
矛
盾
に
気
づ
い
た
よ
う
で
、

「
南
無
大
恩
教
主
釈
迦
尊
。
南
無
西
方
極
楽
化
主
弥
陀
如
来
。
観
音
勢
至
二
菩
薩
。
南
無
九
品
蓮
台
清
浄
大
海
衆
。
必
ズ
来
迎
引
接

シ
給
ヘ
」
と
混
合
本
文
を
も
っ
て
首
尾
の
対
応
を
回
復
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
他
本
の
首
尾
対
応
を
確
認
す
る
時
、「
片
活
三
本
」

の
首
尾
は
作
品
の
構
成
上
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
「
片
活
三
本
」
が
有
す
る
草
稿
的
性
格
が

表
れ
た
一
例
と
い
え
よ
う
。

二
〇
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（6）
「
若
」
と
「
水
」、「
色
」
と
「
尽
」、「
方
」
と
「
事
」
は
、
主
要
な
「
く
ず
し
字
用
例
辞
典
」
等
で
確
認
す
る
と
、
著
し
く
く
ず
し

た
草
体
に
な
る
ほ
ど
字
体
が
酷
似
し
運
筆
も
お
お
む
ね
重
な
っ
て
く
る
。
ち
な
み
に
、「
片
活
三
本
」の
意
味
不
通
の
箇
所
の
多
く
は
、

草
体
酷
似
に
よ
る
誤
写
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
拙
著
『
宝
物
集
の
研
究
』（
お
う
ふ
う

　

平
成
二
二
年
）
で
多
数
紹
介
し
て
い
る
。

（7）
こ
の
二
例
も
註

（6）
と
同
じ
く
草
体
酷
似
か
ら
生
じ
た
誤
写
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
上
」
と
「
云
」、「
信
」
と
「
住
」
の
草
体
を
比

較
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
て
い
た
だ
け
よ
う
。

（8）
『
宝
物
集
』
で
は
、論
じ
て
き
た
こ
と
を
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、も
の
に
譬
え
て
語
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
中
で
、「
花

鳥
」
に
譬
え
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
、「
片
活
三
本
」「
第
二
種
七
巻
本
」
の
両
本
に
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
を
要
す

る
の
は
、「
片
活
三
本
」
よ
り
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
方
が
徹
底
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
迦
楞
毘
伽
鳥
」
の
例
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
つ
い
で
に
も
う
一
例
を
「
臨
終
の
悪
念
を
と
ゞ
め
て
仏
道
を
な
る
べ
し
」
か
ら
紹
介
す
る
と
、「
片
活
三
本
」
で
「
加
之
、

柑
子
ノ
木
ヲ
惜
ミ
テ
、本
ニ
マ
キ
ツ
キ
、水
瓶
ヲ
惜
ミ
テ
中
ニ
入
テ
蛇
ト
成
ル
人
モ
多
ク
聞
ヘ
侍
ヌ
レ
バ
」（
お
う
ふ
う　

一
七
五
頁
）

と
あ
る
く
だ
り
を
、「
第
二
種
七
巻
本
」
で
は
「
さ
れ
ば
、
花
を
あ
ひ
す
る
人
は
胡
蝶
に
な
り
、
鳥
を
あ
は
れ
む
も
の
は
畜
生
に
な

る
と
な
む
申
た
る
な
り
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

三
〇
九
頁
）
と
書
き
換
え
て
、「
花
鳥
」
に
譬
え
る
方
針
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
細
や
か
な
書
き
換
え
は
、
も
は
や
「
片
活
三
本
」
が
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
抜
書
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
で
は
説
明
が
つ

か
な
い
で
あ
ろ
う
。「
花
鳥
」
に
譬
え
る
用
例
は
他
に
二
例
あ
る
。

（9）
「
一
巻
本
」
の
愛
別
離
苦
の
段
に
「
ス
キ
ニ
ケ
ム
ト
シ
ツ
キ
ナ
ニ
ヲ
オ
モ
ヒ
ケ
ム
イ
マ
シ
モ
ヽ
ノ
ヽ
ナ
ケ
カ
シ
キ
カ
ナ
」
と
あ
り
、「
片

活
三
本
」
と
は
初
句
の
み
こ
と
な
る
。「
片
活
三
本
」
が
「
果
ニ
ケ
ン
」
と
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、「
一
巻
本
」
と
「
片
活
三

本
」
が
同
じ
詠
草
を
有
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
論
述
の
都
合
上
便
宜
的
に
「
片
活
三
本
」
の
独
自
歌
と
し
て
取
り
扱
う

こ
と
に
す
る
。

（10）
松
村
博
司
『
栄
花
物
語
全
注
釈
三
』
日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書　

角
川
書
店　

昭
和
五
七
年　

四
五
〇
～
四
五
一
頁
・
五
一
九
頁
。

二
一
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（11）
堀
河
の
女
御
の
歎
き
・
哀
愁
は
、
小
一
条
院
が
道
長
の
娘
寛
子
と
結
婚
し
て
か
ら
年
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
悲
し
み
有
様
は
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
三
「
ゆ
う
し
で
」、
巻
第
十
四
「
あ
さ
み
ど
り
」
に
詳
し
い
。「
ゆ
う
し
で
」
の
巻
に
よ

れ
ば
、
小
一
条
院
の
堀
河
第
訪
問
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
堀
河
の
女
御
の
悲
し
み
は
深
刻
な
中
に
も
わ
ず
か
な
期
待
が
認
め
ら
れ

る
が
、「
あ
さ
み
ど
り
」
の
巻
に
な
る
と
、
小
一
条
院
は
ほ
と
ん
ど
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
。「
松
風
は
」
の
一
首
は
そ

ん
な
状
況
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
は
こ
の
詠
草
を
「
同
じ
院
高
松
の
女
御
に
住
み
移
り
た
ま
ひ
て
、
た

え
〴
〵
に
な
り
給
て
の
頃
、
松
風
の
心
す
ご
く
吹
き
侍
り
け
る
を
聞
き
て
」
と
の
詞
書
を
付
し
て
入
集
し
て
い
る
。
詞
書
の
傍
線
部

や
季
節
が
秋
（
＝
飽
き
）
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
参
考
に
す
れ
ば
、
堀
河
の
女
御
の
心
境
は
絶
望
に
近
い
も
の
を
感
ず
る
。「
過
ぎ
に

け
る
」
よ
り
「
松
風
は
」
の
一
首
が
「
愛
別
離
苦
」
の
章
段
の
文
脈
に
適
合
し
て
い
る
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（12）
小
泉
氏
は
「
片
活
本
を
、
古
態
を
存
す
る
『
原
寶
物
集
』
に
近
い
も
の
と
見
る
人
々
が
多
い
が
、
筆
者
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
片
活
本

を
第
二
種
七
巻
本
系
の
祖
本
―
―
就
中
、
久
遠
寺
本
に
近
い
も
の
―
―
を
も
と
本
と
し
て
こ
れ
を
抄
略
し
た
第
二
種
本
よ
り
は
後
に

生
じ
た
省
略
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」（『
古
鈔
本
寶
物
集　

研
究
篇
』
角
川
書
店　

昭
和
四
八
年　

一
一
四
頁
）
と
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

（13）
小
泉
氏
の
『
古
鈔
本
寶
物
集　

研
究
篇
』（
角
川
書
店　

昭
和
四
八
年
）
の
巻
末
に
付
載
さ
れ
た
「『
寶
物
集
』
諸
本
の
所
収
和
歌
一

覽
」
と
「
寶
物
集
諸
本
間
の
所
収
和
歌
對
照
表
」（
二
四
一
～
三
三
一
頁
）
を
参
考
に
し
て
算
出
し
た
。

（14）
こ
の
点
に
、
次
の
よ
う
な
事
実
も
加
え
る
と
、
抜
書
説
の
可
能
性
は
ま
す
ま
す
遠
の
く
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
註

（9）
で
す
で
に
触

れ
た
如
く
、「
片
活
三
本
」
の
「
果
ニ
ケ
ン
」
の
一
首
が
「
一
巻
本
」
の
愛
別
離
苦
の
段
に
「
ス
キ
ニ
ケ
ム
ト
シ
ツ
キ
ナ
ニ
ヲ
オ
モ

ヒ
ケ
ム
イ
マ
シ
モ
ヽ
ノ
ヽ
ナ
ケ
カ
シ
キ
カ
ナ
」
と
あ
り
、「
片
活
三
本
」
と
は
初
句
の
み
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
片
活
三
本
」

が
初
句
を
「
果
ニ
ケ
ン
」
と
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
（
記
憶
違
い
、
あ
る
い
は
誤
写
の
可
能
性
あ
り
）
が
、「
一
巻
本
」
と
「
片

活
三
本
」
が
基
本
的
に
は
同
じ
歌
を
引
用
し
て
い
る
事
実
は
、「
一
巻
本
」
と
「
片
活
三
本
」
の
関
係
を
語
る
上
で
極
め
て
重
要
な

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
片
活
三
本
」
は
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
抜
書
で
は
な
く
、「
一
巻
本
」
を
増
広

二
一



片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
独
自
本
文
の
ゆ
く
え

35

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（11）
拙
論
「
山
田
昭
全
先
生
の
晩
年
の
学
問
―
―
『
宝
物
集
』
成
立
論
を
め
ぐ
っ
て
―
―
妙
国
寺
本
『
宝
物
集
』
は
第
二
種
七
巻
本
の
草

稿
本
で
あ
る
―
―
」（『
国
文
学
踏
査
』
第
二
八
号　

山
田
昭
全
名
誉
教
授
追
悼
号　

大
正
大
学
国
文
学
会　

平
成
二
十
八
年
三
月
）

二
二


